
第3葦　在日米軍の活動を見る

情
報
が
増
え
る
に
つ
れ
て
湾
岸
戦
争
に
お
け
る
日
本
配
備
の
ト
マ
ホ
ー
ク
の
役
割
に
衝
馨
を
受
け
た
。

歴
史
上
初
め
て
ト
マ
ホ
ー
ク
が
実
戦
使
用
さ
れ
た
の
は
、
「
砂
漠
の
嵐
」
作
戦
が
始
ま
っ
た
一
九
九
一
年
一

月
一
七
日
で
あ
っ
た
。
当
時
、
横
須
賀
に
は
四
隻
の
ト
マ
ホ
ー
ク
発
射
能
力
艦
が
母
港
に
ざ
れ
て
い
た
。
そ
の

う
ち
の
一
隻
は
横
須
賀
に
母
港
を
定
め
た
ば
か
り
で
湾
岸
派
遣
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
例
外

と
す
る
と
、
三
隻
す
べ
て
が
湾
岸
に
派
遣
さ
れ
ト
マ
ホ
ー
ク
発
射
艦
と
し
て
使
わ
れ
た
。
し
か
も
、
先
に
述
べ

た
フ
ァ
イ
フ
と
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
の
二
隻
は
格
別
の
任
務
を
与
え
ら
れ
た
。

バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
は
バ
グ
ダ
ッ
ド
へ
の
第
一
馨
の
任
務
を
負
っ
た
。
米
海
軍
の
公
式
記
録
は
、
「
イ
ー
ジ
ス
巡

洋
艦
サ
ン
ジ
ャ
チ
ン
ト
が
紅
海
か
ら
イ
ラ
ク
に
向
け
て
最
初
の
ト
マ
ホ
ー
ク
・
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
。
瞬
時

を
お
い
て
ペ
ル
シ
ャ
湾
か
ら
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
が
そ
れ
に
続
い
た
。
歴
史
的
な
瞬
間
で
あ
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。

ま
た
、
最
初
の
攻
撃
目
標
に
は
、
レ
ー
ダ
ー
基
地
、
対
空
砲
火
基
地
、
指
揮
管
制
基
地
な
ど
と
と
も
に
バ
グ
ダ

ッ
ド
の
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
宮
殿
が
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
一
文
を
分
析
す
る
と
興
味
深
い
事
実
が
浮
か
び
上
が
る
。
ま
ず
当
時
の
通
常
弾
頭
ト
マ
ホ
ー
ク
の
標
準

射
程
距
離
一
一
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
現
在
は
射
程
が
伸
び
て
い
る
）
を
考
え
る
と
、
紅
海
か
ら
バ
グ
ダ
ッ
ド
を

狙
う
の
は
困
難
で
あ
り
、
フ
セ
イ
ン
宮
殿
攻
撃
は
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
が
担
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
亜
音
速
で
飛
ぶ
巡
航
ミ
サ
イ
ル
は
一
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
飛
ぶ
の
に
五
分
か
か
る
。
発
射
時
刻
は
紅

海
の
軍
艦
の
方
が
早
く
て
も
、
着
弾
は
ペ
ル
シ
ャ
湾
か
ら
の
ト
マ
ホ
ー
ク
の
方
が
早
い
。
こ
う
考
え
る
と
、
失

敗
を
許
さ
れ
な
い
「
名
誉
あ
る
」
歴
史
上
初
の
ト
マ
ホ
ー
ク
の
標
的
・
フ
セ
イ
ン
宮
殿
へ
の
攻
馨
を
、
横
須
賀

の
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
が
担
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
駆
逐
艦
フ
ァ
イ
フ
は
、
湾
岸
戦
争
に
お
け
る
ト
マ
ホ
ー
ク
の
最
多
発
射
艦
と
な
っ
た
。
文
献
に
よ
っ

て
統
計
に
わ
ず
か
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
湾
岸
戦
争
で
は
一
八
隻
の
軍
艦
か
ら
二
八
八
発
の
ト
マ
ホ
ー
ク
が

発
射
さ
れ
、
そ
の
う
ち
フ
ァ
イ
フ
が
六
〇
発
を
発
射
し
た
。
米
海
軍
の
記
録
は
フ
ァ
イ
フ
を
最
多
発
射
艦
と
し

て
記
録
し
た
。
二
番
目
の
記
録
は
四
〇
発
で
あ
る
。
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
二
八
発
、
モ
ー
ビ
ル
ベ
イ
二
二
発
を
合
わ

せ
る
と
、
横
須
賀
母
港
の
軍
艦
は
合
計
二
〇
発
、
全
体
の
約
四
〇
％
の
発
射
を
担
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
一
例
だ
け
で
も
、
前
進
配
備
さ
れ
た
第
1
艦
隊
が
、
米
軍
の
即
戦
攻
撃
力
と
し
て
い
か
に
重
要
で
あ
る

か
を
物
語
っ
て
い
る
。

ペ
ル
シ
ャ
湾
と
第
7
艦
隊

日
本
に
前
進
配
備
さ
れ
た
第
7
艦
隊
は
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
地
域
に
戦
力
を
提
供
す
る
部
隊
で
も
あ
る
。
図
序
l

l
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
湾
岸
地
域
は
米
中
央
軍
の
責
任
区
域
に
属
す
る
。
中
央
軍
に
は
バ
ー
レ
ー
ン
の
首
都

マ
ナ
マ
に
司
令
部
を
置
く
中
央
海
軍
が
あ
り
、
そ
こ
に
第
5
艦
隊
が
い
る
。
し
か
し
、
第
5
艦
隊
区
域
内
に
母

港
を
置
い
て
い
る
戦
闘
艦
は
一
隻
も
な
い
。
太
平
洋
・
イ
ン
ド
洋
側
の
第
7
艦
隊
と
大
西
洋
・
地
中
海
側
の
第
　
　
3

6
艦
隊
か
ら
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
必
要
な
戦
力
を
維
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
お
け
る
根
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強
い
反
米
感
情
が
、
目
立
っ
た
米
軍
の
常
駐
を
許
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
平
均
し
て
約
一
万
五
〇
〇
〇
人
の
海

軍
兵
力
が
湾
岸
に
展
開
し
て
い
る
一
）

第
1
艦
隊
に
前
進
配
備
さ
れ
て
い
る
日
本
母
港
の
軍
艦
一
七
隻
（
掃
海
艦
を
除
く
）
は
、
な
か
で
も
主
要
な
戦

力
供
給
源
で
あ
る
。

二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
の
米
本
土
テ
ロ
攻
撃
に
端
を
発
し
た
ア
フ
ガ
ン
攻
撃
（
米
国
は
　
「
不
朽
の
自
由
作

戦
」
と
呼
ぶ
）
が
一
〇
月
七
日
に
始
ま
っ
た
。
攻
撃
の
主
力
は
、
九
月
一
一
日
時
点
で
す
で
に
第
5
海
軍
旗
下

で
ア
ラ
ビ
ア
海
に
展
開
し
て
い
た
空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
戦
闘
団
で
あ
っ
た
。
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
は
大
西

洋
艦
隊
所
属
で
地
中
海
か
ら
湾
岸
地
域
に
入
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
な
か
に
横
須
賀
母
港
の
駆
逐
艦
オ
ブ

ラ
イ
エ
ン
が
混
じ
っ
て
い
た
。
攻
撃
第
一
日
に
ア
フ
ガ
ン
に
発
射
さ
れ
た
五
〇
発
の
ト
マ
ホ
ー
ク
の
一
部
を
、

オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
が
担
っ
た
。
こ
の
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
は
、
湾
岸
戦
争
以
来
継
続
し
て
い
る
多
国
籍
軍
に
よ
る
イ
ラ

ク
経
済
制
裁
の
た
め
の
船
舶
臨
検
活
動
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
参
加
す
る
軍
艦
と
し
て
、
当
時
湾
岸
地
域
に
展

開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

横
須
賀
を
母
港
に
す
る
空
母
も
ま
た
こ
の
地
域
に
絶
え
ず
展
開
し
て
い
る
姿
を
例
示
す
る
た
め
に
、
空
母
イ

ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
が
横
須
賀
を
母
港
と
し
た
翌
年
か
ら
の
二
年
間
（
一
九
九
二
－
九
三
年
）
の
航
跡
を
例
示
し
て
お

こ
う
（
図
3
－
1
）
。
こ
の
図
は
、
米
国
の
情
報
公
開
制
度
に
よ
っ
て
等
者
自
身
が
得
た
原
資
料
か
ら
作
成
し
た
も

の
で
あ
る
。
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〔
一
九
九
二
年
〕

一
九
九
二
年
三
月
、
空
母
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
は
、
ま
ず
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
演
習
の
た
め
に
出
航
し
た
。

米
軍
撤
退
過
程
に
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
ー
ビ
ッ
ク
基
地
に
最
後
の
訪
問
を
果
た
し
て
、
横
須
賀
に
帰

港
し
た
。
四
月
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
軍
と
の
共
同
演
習
と
珊
瑚
海
海
戦
記
念
式
典
に
参
加
す
る
た
め
出

航
し
、
そ
の
後
、
五
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
直
接
、
湾
岸
地
域
へ
。
五
月
二
二
日
に
第
1
艦
隊
か
ら

中
央
海
軍
第
5
艦
隊
に
編
入
。
九
月
一
七
日
に
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
出
る
ま
で
丸
田
か
月
、
対
イ
ラ
ク
「
砂

漠
の
嵐
」
作
戦
の
延
長
と
「
南
方
監
視
（
サ
ザ
ン
・
ウ
ォ
ッ
チ
）
」
作
戦
に
参
加
。
一
〇
月
帰
港
し
た
の
ち

約
四
か
月
の
長
期
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
に
入
っ
た
。

〔
一
九
九
三
年
〕

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
終
了
後
、
二
月
中
句
か
ら
三
月
ま
で
、
米
韓
軍
事
演
習
「
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
に

参
加
す
る
た
め
、
東
シ
ナ
海
と
日
本
海
に
展
開
。
五
月
、
春
期
訓
練
の
た
め
約
二
か
月
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

西
海
岸
ま
で
演
習
航
海
。
帰
路
に
は
海
上
自
衛
隊
と
の
共
同
演
習
。
九
月
に
は
、
海
上
自
衛
隊
と
の
共
同

演
習
や
、
沖
縄
近
海
に
お
い
て
沖
縄
海
兵
隊
と
の
統
合
演
習
を
行
っ
た
。
二
月
の
半
ば
、
ペ
ル
シ
ャ
湾

岸
地
域
へ
　
「
南
方
監
視
」
作
戦
に
従
事
す
る
た
め
出
航
。
そ
し
て
ペ
ル
シ
ャ
湾
で
越
年
を
し
た
。

空
母
の
湾
岸
派
遣
は
、
空
母
だ
け
で
は
な
く
横
須
賀
母
港
の
随
伴
艦
を
複
数
同
行
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
第

7
艦
隊
は
、
第
5
艦
隊
へ
の
兵
力
供
給
部
隊
と
し
て
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
在
日
米
軍
と

は
、
日
本
周
辺
に
関
心
を
も
ち
、
そ
こ
で
活
動
し
て
い
る
部
隊
な
ど
で
は
な
い
こ
と
が
、
こ
こ
に
も
明
白
に
現

れ
て
い
る
。
筆
者
が
入
手
し
た
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
の
母
港
化
か
ら
四
年
間
の
デ
ー
タ
か
ら
統
計
を
と
る
と
、

航
海
に
出
た
時
間
の
七
割
以
上
を
、
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
は
極
東
外
の
地
域
で
任
務
に
就
い
て
い
る
。
日
米
安

保
条
約
の
極
東
条
項
を
考
え
る
と
、
現
実
の
安
保
体
制
は
「
三
割
安
保
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

母
港
受
け
入
れ
外
交

米
軍
の
世
界
展
開
の
た
め
の
空
母
の
母
港
化
を
、
日
本
政
府
が
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
た
の
か
を
見
て
お
こ

う
。
米
国
立
公
文
書
館
に
は
、
母
港
化
交
渉
の
当
時
の
在
日
米
大
使
館
と
国
務
省
と
の
間
の
や
り
と
り
を
示
す

多
く
の
極
秘
文
書
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
そ
れ
を
丹
念
に
調
査
し
た
が
、
そ
こ
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
の
は
、
思
わ
ず
た
め
息
を
つ
き
た
く
な
る
よ
う
な
没
主
体
的
な
日
本
外
交
の
姿
で
あ
っ
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
空
母
の
日
本
へ
の
母
港
は
ニ
ク
ソ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
に
よ
る
米
軍
の
大
再
編
の
な
か
で

行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
米
国
内
の
厳
し
い
財
政
事
情
を
反
映
し
て
米
国
防
総
省
は
混
乱
し
、
そ
の
再
編
方
針
は

首
尾
一
貫
性
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
外
交
が
も
う
少
し
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、
空
母
の
母
港
化
は
な

く
、
第
7
艦
隊
の
様
相
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。


